
わたしたちのネウボラ
～女性リーダー育成講座 まい💛ぱれっと～

メンバー名：早川和子(寄居町)、赤沼美恵子(さいたま市)
白石のり子(深谷市)、島辺百合子(吉川市)
金子裕子(さいたま市)、伏木眞奈(さいたま市)
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フィンランド「ネウボラ」 (子育て支援）について

「ネウボラ」：フィンランド語で「アドバイスの場所」の造語

1920年代初頭 周産期の妊婦・乳児死亡率が高い危機感が始点

ネウボラ活動の先駆者

・・・小児科医と看護師・助産師たち

民間の有志

1944年 「ネウボラ」を

国の制度として制定された

現 在 全国に800か所以上の

「出産・子どもネウボラ」がある。

利用料は無料 ネウボラでの健診の様子
資料：ホームページ > フィンランドについて > フィンランドの子育て支援

http://www.finland.or.jp/public/default.aspx?nodeid=41141&contentlan=23&culture=ja-JP
http://www.finland.or.jp/public/default.aspx?nodeid=41141&contentlan=23&culture=ja-JP
http://www.finland.or.jp/public/default.aspx?nodeid=46038&contentlan=23&culture=ja-JP
http://www.finland.or.jp/public/default.aspx?nodeid=49799&contentlan=23&culture=ja-JP
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フィンランド「ネウボラ」(子育て支援）について

育児パッケージ （母親手当の現物支給）

出産を控えている妊婦たちへの

「社会からの祝福」プレゼント❣

育児パッケージの中には約50点のアイテムが入っている

＜育児パッケージ＞

【仕組み】

ネウボラ保健師が各母親につき、妊娠から産後、学童期まで

一貫して担当して悩み相談を受けアドバイスする。

【目標】

子育ては、苦痛でなく

「ポジティブ・楽しい」経験してもらう。

資料：ホームページ > フィンランドについて > フィンランドの子育て支援

http://www.finland.or.jp/public/default.aspx?nodeid=41141&contentlan=23&culture=ja-JP
http://www.finland.or.jp/public/default.aspx?nodeid=41141&contentlan=23&culture=ja-JP
http://www.finland.or.jp/public/default.aspx?nodeid=46038&contentlan=23&culture=ja-JP
http://www.finland.or.jp/public/default.aspx?nodeid=49799&contentlan=23&culture=ja-JP
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日本の出生数及び合計特殊出生率の年次推移

『少子化』：合計特殊出生率が２.０７を大きく、かつ長期的に下回ること

2005年

過去最低1.26

2016年

1.44
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世帯構成の変化と近年の核家族の内訳

孤立する母親

三世代の減少、核家族の多様化

核家族世帯の内訳
2016年

厚生労働省「国民生活基礎調査の概況」統計データ



【特集】「死んだら楽かな…」102人が自殺、妊産婦
を襲う“産後うつ“からママを守れ！関西ニュース(8カンテレ 2018年10月29日（月）

妊娠・出産での「体の変化」が「心」にも影響する

「眠いのに眠れない」
「とにかく物忘れがひどい」
「何もやる気が起きない」

：

そして
：

「途方もない絶望感」に…
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日本政府の少子化対策

• 1994年12月「エンゼルプラン」と「緊急保育対策5か年事業」策定

• 2004年「子ども・子育て応援プラン」

追加対策：若者の自立とたくましい子どもの育ち

• 2010年「子ども・子育てビジョン」

従来の「家庭や親が担う育児」という考え方から、
「社会全体で支える育児」へと発想を転換

【評価】保育と仕事の両立支援は、前進したが、
保育所の増設や育児休業制度取得の定着など

出生率の回復には繋がらなかった
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最新の少子化対策：2015年「少子化社会対策大綱の改定」

• 子育て支援のさらなる充実

• 若者が結婚・出産しやすい
社会の整備

• 多子世帯への配慮

• 男女の働き方改革など

があげられた。

目的：結婚、妊娠、子ども・子育てに温かい社会の実現をめざす

重要な柱：子ども・子育て支援新制度

・『子育て世代包括支援センター』
・産後ケアの充実

の設置

『日本版ネウボラ』の導入

産前産後の母親への
切れ目のない支援を行う
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聞き取り調査
子育て当事者が運営主体のサロン等

• 10/24 赤ちゃん先生浦和学級 さいたま市（学校や施設で乳児とのふれあい体験）

• 10/29 サンファム さいたま市（助産所建物を借りて共有できる子育て、異年齢交流等）

• 10/31 子育て応援サークルpapa aina さいたま市（離乳食講座とほっこりママ会）

• 11/21 ママハピサロン富士見 富士見市（ハーバリウム等ママ活躍&集いの場）

• 11/22 こそだてカフェうさぎの会 所沢市（安心して話したり聞いたりできる場）

• 12/6 赤ちゃん先生和光学級 和光市（学校や施設で乳児とのふれあい体験）

・12/6 和光市役所 市民協働推進センター ・１/14 NPO法人 わこう子育てネットワーク

【きっかけ】
・転入による孤立
・育児未経験の不安
・活躍する場の不足

【サロンのニーズと効果】
小規模で継続的な繋がり→安心感
子育て経験の共有、自己実現の場

【課題】
・運営、資金調達、広報等の負担
・情報過多で取捨選択が困難
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和光市の市ホームページ 「わこう版ネウボラ」

資料：和光市HP
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和光市の市ホームページ 「わこう版ネウボラ」

資料：和光市HP
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子育て支援機能の比較

資料：和光市HP,さいたま市HP
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わたしたちのネウボラ提言

「子育て世代包括支援センター」に
子育て支援をコーディネートする

役割を担う人員の配置する！
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わたしたちのネウボラ提言
＜地域包括ケアシステムの姿＞

地域支え合い推進員

https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/kousei/16/backdata/images/1/04-03-02.gif市民が中心となる地域づくりや
支え合い活動をバックアップ

【役割】
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わたしたちのネウボラ提言

市民が中心となる地域づくりや
支え合い活動をバックアップ

【役割】
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わたしたちのネウボラ提言
＜子育て支援コーディネーター＞

【役割】

①各支援団体の相談に乗り、行政への働きかけを支える。

②地域の他団体や企業との連携を

助言・支援する体制の整備を推進する。

③保健・子育て支援ケアマネジャーと連携し

子育て家庭と支援団体とを結び付ける。

④現在ある取り組みや組織・支援団体などと連携しながら

子育て家族に寄り添い支援する。
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ご清聴ありがとうございました。


